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佐渡肺吸虫ｎＪγZZgD川川棚ｓａｃＩ／Ｏc"sjSMiyazaki，KawashiIna，
o

HamajimaetOtsuru，196ｓの新しい終宿主
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(1969年１１月２８日受領）

りうるかどうかを明らかにするため，1968年８月１１～１４

日の問，佐渡島において，イヌ８頭，ネコ３頭およびネ

ズミ４頭を調査した．また，これらが終宿主になりうる

か否かを確かめるために，ネコとネズミに感染実験を行

なった．その結果，調査したネコ３頭のうち１頭から成

虫１匹をえ，また，感染実験では，いずれの動物におい

ても完全に成熟したので，ここに結果を報告する．

緒言

大鶴・片桐（1956）や大鶴ら（1957）は佐渡島の３地

区から捕獲したイタチＭ`sre血iZaZs／/rα/siTemminck

etSchlegel，１８４４１８頭のうち15頭（83.3％）に肺吸虫成

虫の寄生をみとめ，それらを一応，大平肺吸虫PtIパ190‐

"il"ｚ４ｓｏ/iﾉｱαiMiyazaki，１９３９と同定した．その後，川

島ら(1967)は同島のサワガニPbZα"ｌｏ〃ＣＭαα"/(White，

1847）における肺吸虫の調査で多数のメタセルカリアを

発見し，これは形態的に大平肺吸虫のそれと多少異なっ

ているが，少なくとも大鶴ら（1957）が同島産のイタチ

からえた肺吸虫の幼虫であり，サワガニがその第２中間

宿主であることを報告した．また，浜島ら（1968）は同

島の大倉でナタネミズツポnicz(〃，"〃,"α(Bartsch，

1936）からセルカリアを検出し，これも同じ肺吸虫の幼

虫であり，このカイが第１中間宿主であるとした．その

後MiyazakiefaZ.(1968）はこの肺吸虫が大平肺吸虫と

は別種であるとして，これを佐渡肺吸虫Ｂzγαgo"z"Zzls

sMoe"s/ｓと命名し，ここに日本における肺吸虫の第５

種を明らかにした．

佐渡肺吸虫の自然終宿主としてはイタチが知られてお

り,実験的にはダイコクネズミＲａｒｍＳ,Jo次''9/ＣＷＳαル'`Ｓ

(Hatai，1907）およびイヌＣａ，ＺｉＭｚ'"/Z/α'一isLinnaeus，

１７５８に感染することが報告されている（大鶴・片桐，

１９５６；大鶴ら，１９５７；MiyazakietaZ.，1968)．人間の

生活と関係の深いイヌ,ネコFeJiscaZz`sLinnaeus,１７５８

およびネズミが種々の肺吸虫の終宿主になりうることは

多くの研究者によって明らかにされているが，本種につ

いては，上記した以外には詳しい報告がない．そこで，

今回，イヌ，ネコおよびネズミが本種の自然終宿主にな

材料および方法

佐渡肺吸虫の自然終宿主を調べるために，佐渡島の相

川でイヌ，大倉でネコ，クマネズミＲａがzJsγα/〃s(Lin‐

naeus,1758)，ドブネズミＲａＺＺ"sllo（尼gic,`s〃oパweg/ｃｉ`ｓ

(Berkenhout，1769)，サドハタネズミＭｃγorz`sllIolz‐

reMZ／ｂｒｃｚ'ico7抄z｛sTokuda，１９３３およびサドアカネズ

ミＡＰＯ此"]"ＳＷＣ/osz`ｓｓａｃＪｏｅ"sisTokuda，1941を捕獲

して剖検した．えた虫体は生きているうちに圧平しなが

ら70％アルコールで固定し，ミョウバンカルミンで染色

して全形標本とした．

感染実験に用いた動物はネコ，野生ハツカネズミｊｈｓ

７"oJoss/""sTemmincketSchlegel，1845,クマネズミ，

ドブネズミ，ハタネズミハルﾉｰor"ｓブノzo"reM〃？"o"rc‐

Ｍ〃（Milne-Edwards,1872)およびアカネズミＡｐｏ此一

'"z`ｓＷａｏｗｓＷｃｉｏｓＺｌｓ(TemmincketShlegel,1845）

で，これらは福岡市およびその近郊の肺吸虫非分布地で

捕獲した．検便によっていずれの動物にも肺吸虫卵を証

明できなかった．飼育は室温で行ない，ネズミには主と

してオリエンタル社固型飼料(ＭＦ）と水を与えたが，野

生ハツカネズミだけは固型飼料と野菜とチーズを与え

た．また，ネコの餌としては大麦とイリコを用いた．佐

渡肺吸虫のメタセルカリアは佐渡島の大倉で採集L『たサ
ワガニの肝臓からえた～与えたメタセノレカリアの数は１

頭の野生ハツカネズミだけは５個であったが，他の動物
本研究の一部は，極東米陸軍研究開発部からの補助を

受けた(宮崎一郎)．
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にはすべて10個ずつを与えた．与える方法はツ反応用注

射筒の先に細いビニール管をとりつけて，少量の水道水

とともにメタセルカリアをとり，これをエーテル麻酔し

た動物の胄腔内に注入した．感染させた動物は試食後

20～65日の問に剖検，肺臓の肉眼的所見と虫体の寄生状

態をしらべた．回収した虫は圧平しながら70％アルコー

ルで固定後，ミョウバン・カルミンで染色して成熟度を

検討した．

きなかった．

２．ネコおよびネズミにおける佐渡肺吸虫の感染実験

Ｔａｂｌｅｌはネコとネズミに佐渡肺吸虫幼虫を感染させ，

虫体の回収率，回収部位および虫卵の有無を宿主別にし

めしたものである．たとえば，メタセルカリア10個を与

えたネコ（旱1,1.1509)では試食後58日に虫体10匹を回

収し，回収率は100％，野生ハツカネズミでは，メタセ

ルカリア10個を与えたＮｏ．１（８１，１０９）は試食後２０

日に，５個を与えたＮｏ．２（３１，１１９）は30日に死亡

し，それらから２匹ずつの虫体をえて，回収率は20％と

40％であった．他のネズミ類はすべて，剖検日まで生存

し，どの種類にも成虫をみとめたが，ハタネズミとアカ

ネズミには，ややつきにくいようである．

ネコでは肺臓に虫ノウ腫５個をみとめ，それから虫体

を２匹ずつ，計10匹をえた．野生ハツカネズミNo.１で

は肝臓と腹腔から，ＮＯ２では胸腔と肺臓から１匹ずつ

回収し，後者の肺臓には未完成な虫ノウ腫がみられた．

クマネズミでは胸腔と肺臓の虫ノウ腫から１匹ずつ，ド

ブネズミでは３頭とも胸腔と肺臓から計１５匹の成虫を

え，虫ノウ腫も完成していた．これに反して，ハタネズ

ミとアカネズミでは，３頭中わずか１頭の肺臓に未完成

な虫ノウ腫を１個ずつみとめ，それから，１匹ずつの成

虫をえただけであった．

回収された虫の成熟度をみると，野生ハツカネズミ

No.１の腹腔からえられた１匹と，No.２の胸腔からえ

られた１匹には,子宮内卵がまだみとめられなかったが，

その他の虫では，すべてに虫卵が確認されて成熟してい

たことをしめし，かつ，No.２の虫ノウ腫からえたもの

はすでに産卵を始めていた．ハツカネズミの体内で，２０

mammalianhostswithPcI7ago"伽ｍｓｓα‘Ce"sｉｓ

結果

1．ネコからえた佐渡肺吸虫について

調査した動物のうち，イヌ（甲３，ｓ５）は野らイヌ

で，相川で捕獲した．ネコ（旱２，８１）は野らネコ，

ネズミはクマネズミ（旱１），ドブネズミ（二１），サド

ハタネズミ（旱１）およびサドアカネズミ（甲１）の計７

頭．これらは大倉の中でも，カイとカニに佐渡肺吸虫が

多数寄生している地区の人家および山地で捕獲した．こ

のうち，ネコ（８１）の肺表面から遊離した虫体１匹を

えた．肺臓には虫体が侵入したとみられる損傷(Fig.１）

が数ケ所にあり，そこに虫卵を多数みとめた．圧平染色

虫体の皮疎は群生(Fig.２)し，卵巣は複雑に分岐(Fig.

3)，虫卵は卵形(Fig.４)であった．成虫全形(Fig.５)は

ずんぐりしており，体長（６．７５ｍｍ）と体幅（4.12ｍｍ）

の比（1.64）は佐渡肺吸虫のそれに一致した．口吸盤

(0.68×０．７０ｍｍ）より腹吸盤（0.83×0.85ｍｍ）がやや

大きく，卵巣(0.85×１．０３ｍｍ)，精巣(左1.88×1.69ｍｍ，

右2.16×1.77ｍｍ)および産みだされた卵(平均77.59×

48.93浜,Ｎ＝50)の計測値も佐渡肺吸虫のそれと同じ範囲

内にあった．なお，イヌとネズミからは肺吸虫を検出で
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虫体をえており，肝臓からの虫体に子宮内卵をみとめ

た．この野生ハツカネズミは本種肺吸虫の終宿主として

ははじめてであり，一方，この虫は今日までに報告され

た肺吸虫のうちで最も早く成虫になった例である．ま

た，試食後30日のハツカネズミ（No.２）には胸腔と肝臓

より虫体をえており，肺臓からのものに子宮内卵と産卵

をみとめた．宮崎（1940）はハツカネズミに大平肺吸虫

を感染させ，虫体が多数寄生したときは感染初期に宿主

が死亡したことを報告しているが，本実験感染において

も同様な結果がみられた．この事実から，野生ハツカネ

ズミは虫体が多数寄生した場合には死亡しやすいが，少

数の場合は，本種の自然終宿主になりうる可能性が十分

に考えられる．また，クマネズミは小形大平肺吸虫の自

然終宿主になりうることが報告されている（Chen，

1940)．一方，著者の実験では，宮崎肺吸虫のメタセル

カリアをクマネズミに試食させ，その肺臓に形成した虫

ノウ腫から子宮内卵をもった成虫をえているが（未発

表)，佐渡肺吸虫の場合も胸腔と肝臓より多くの子宮内

卵と産卵がみとめられる虫体をえた．これらの成績はク

マネズミが実験的に肺吸虫の終宿主になりうることをは

じめて明らかにしたものである．ダイコクネズミは実験

的に大平や佐渡肺吸虫に適した終宿主であることが報告

されている（宮崎，１９４０；MiyazakMLaZ.，1968)．ま

た，ドブネズミは大平肺吸虫の自然終宿主として報告さ

れており（宮崎・池田，1952)，実験的にも宮崎肺吸虫

の終宿主になりうることが報告されている（橋口ら，

1968)．本実験感染におけるドブネズミからは胸腔と肺

臓から子宮内卵と産卵がみとめられる虫体がえられてお

り，このネズミが佐渡肺吸虫にとっても好適な終宿主で

あることをしめした．ハタネズミは大平肺吸虫の自然終

宿主として報告されているが(横川ら，1957)，ハタネズ

ミおよびアカネズミにおける肺吸虫の実験感染の報告は

これまでなかった．しかし，本実験感染において佐渡肺

吸虫が感染したハタネズミおよびアカネズミは，各３頭

中１頭で，どちらも肺臓から成熟虫体を１匹ずつえるこ

とができた．この実験に用いたハタネズミとアカネズミ

は佐渡島に棲息するそれらとは別亜種とされているが，

これらの実験感染の結果から，恐らく，佐渡島のネズミ

も佐渡肺吸虫の自然終宿主になりうるものと考える．

以上のことから，佐渡肺吸虫は大平肺吸虫と同様にネ

コやネズミ類においても容易に成熟しうることが明らか

になった．

田後に早くも成熟の域に達したことは，注目に価する．

考察

ネコはウェステルマン肺吸虫の自然終宿主であり（安

藤・小堀，1926)，実験的には，ウェステルマン，大平，

小形大平および宮崎肺吸虫の終宿主になりうることが報

告されている（安藤，１９１５；宮崎，1939,Chen，１９４０；

ＫａｍｏｅＺａＪ.，1961)．しかし，佐渡肺吸虫では，これま

で，この点が明らかではなかった．そこで，佐渡島の大

倉でネコをしらべた結果，１頭の肺臓から１匹の肺吸虫

成虫をえ，その形態的特徴はＭｉｙａｚａｋｉｅＺａＬ（1968）

による佐渡肺吸虫のそれに一致した．また，大倉は佐渡

肺吸虫だけの濃厚な分布地であり，他種肺吸虫をみとめ

ていないので，この肺吸虫を佐渡肺吸虫と同定し，ネコ

を本肺吸虫の自然終宿主として追加することができた．

一方，イヌはウェステルマン，小形大平および宮崎肺吸

虫の自然終宿主としてしられており（安藤・小堀,1926；

一色，１９５３；寺内ら，1961)，ドブネズミおよびハタネ

ズミも大平肺吸虫の自然終宿主とされている（宮崎・池

田，１９５２；横川ら，1957)．また，ドブネズミおよびク

マネズミが小形大平肺吸虫の自然終宿主とされているが

(Chen，１９４０；Tan9,1940)，本調査においては，相川

のイヌ８頭と大倉のクマネズミ，ドブネズミ，サドハタ

ネズミおよびサドアカネズミ各1頭からは虫体を検出す

ることはできなかった．これは夏季のため捕獲個体数が

少なかったことによるものと考えられる．

つぎに，ダイコクネズミおよびイヌにおける本種の実

験感染はすでに明らかになっているので（MiyazakieZ

aL，1968),今回は前述した佐渡肺吸虫自然終宿主の調査

のときに捕獲した動物およびわれわれの生活に関係の深

い動物であるネコ，野生ハツカネズミ，クマネズミ，ド

ブネズミ，ハタネズミおよびアカネズミに対する本種の

実験感染をおこない，これらの動物が本種の終宿主にな

りうるかどうかを検討した．宮崎(1940)はネコに大平肺

吸虫メタセルカリアを試食させ,腹腔,肝臓,胸腔および

肺臓などから子宮内卵と産卵をみとめる虫体をえている

が，本種でも肺臓の虫ノウ瞳から同様な成熟虫体をえて

おり，ネコが大平肺吸虫と同様に実験的に本種の終宿主

になることを明らかにした．宮崎（1940）によるとハツ

カネズミＭ`ｓ，",`Sα`んsLinnaeus，１７５８は実験的に大

平肺吸虫の終宿主になり，メタセルカリア試食後26日に

いたってはじめて腹腔，肝臓および胸腔より子宮内卵と

産卵がみられる虫体をえておるが，野生ハツカネズミ

（No.１）における本種では試食後20日に腹腔と肝臓より

（２７）
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結語

新潟県佐渡島で，大倉産のネコに寄生していた肺吸虫

成虫は，その形態的特徴，ならびに同地区が佐渡肺吸虫

だけの濃厚な分布地であるという事実から，この肺吸虫

を佐渡肺吸虫と同定し，ネコをその新しい自然終宿主と

して追加した．

佐渡肺吸虫は実験的にネコ，野生ハツカネズミ，クマ

ネズミ，ドブネズミ，ハタネズミおよびアカネズミ体内

で成熟した．特に野生ハツカネズミでは試食後20日で，

すでに完全な母虫がみられた．
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j Abstract j

NEW FINAL HOSTS OF THE LUNG FLUKE, PARAGONIMUS

SADOENSIS MIYAZAKI, KAWASHIMA, HAMAJIMA

ET OTSURU, 1968

Fusanoki HAMAJIMA

{Department of Parasitology, Faculty of Medicine, Kyushu

University, Fukuoka, Japan)

During the period of August 11-14, 1968, the author examined for Paragonimus in dogs,

cats and small rodents on Is. Sado, Niigata Prefecture, and obtained an adult fluke from the

lungs (Fig. 1) of a semi-domesticated cat, Fells catus Linnaeus, captured at Okura, a heavily in

fested area with P. sadoensis. The living fluke was flattened in 70% alcohol, and stained with

carmine. The fluke was provided with cuticular spines arranged in groups (Fig. 2), and a

moderately branched ovary (Fig. 3). The eggs (Fig. 4) were oval in shape and the egg-shell

was uniform in thickness. From the facts mentioned above, this fluke was finally identified as

P. sadoensis.

As shown in Table 1, on the other hand, six kinds of mammals were experimentally fed

with metacercariae of P. sadoensis, which were collected from crabs, Potunion dehaani captured

in Okura. It was proved that this lung fluke was able to mature in these animals.

Thus, on the basis of the field and experimental observations, the cat (F. catus) and five

species of rodents (Mus molossinus, Rattus rattus, R. n. norregicus, Microtus m. montebelli

and Apodemus s. speciosus) were added as the new final hosts of P. sadoensis.
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